
三宅島新報第４９号 (1) ２０１４年１月１日

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
皆

さ
ま
の
ご
寄
付
等
の
ご
協
力

で
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
編
集
、
事
務

局
の
発
送
で
こ
の
「
三
宅
島

新
報
」
も
皆
さ
ま
の
お
手
元

に
計
画
通
り
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
「
三
宅
島
新
報
」
は
、

唯
一
２
０
０
０
年
噴
火
災
害

以
降
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る

島
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
や

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
大
学
・
研

究
機
関
・
専
門
家
な
ど
を
含

め
て
窓
口
と
な
り
、
絆
を
保

つ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。

 
大
規
模

災
害
と
被

災
地
の
混

乱
が
続
く

中
、
災
害

の

実

態
、

被
災
者
の

声
、
救
済

の
課
題
な

ど
被
災
地

か
ら
の
発

信
は
、
今
こ
そ
社
会
を
変
え

る
原
動
力
と
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
ご
協

力
ご
寄
稿
を
頂
い
て
い
る
皆

さ
ま
に
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　

来
年
は
、
帰
島
か
ら
10
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
長
期
災
害
を

象
徴
し
て
い
る
住
居
・
生
業

禁
止
の
高
濃
度
地
区
が
準
居

住
地
区
に
な
り
生
業
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
未

成
年
、
高
感
授
性
者
は
禁
止

の
ま
ま
で
家
族
の
分
断
は
続

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
・
都
・
村
の
被

災
者
支
援
策
は
、
10
年
の
境

を
理
由
と
し
て
、
来
年
２
月

１
日
に
打
ち
切
り
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
村
長
と
村
議
会

は
、
こ
の
地
区
の
規
制
全
面

解
除
の
決
断
を
急
が
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

　

村
長
と
村
議
会
の
努
力
に

よ
り
人
工
透
析
導
入
は
実

現
。
２
、
３
割
の
就
航
率
の

空
路
も
４
月
か
ら
調
布
飛
行

場
と
な
り
３
便
、
７
割
前
後

は
飛
行
可
能
見
通
し
。
汽
船

も
新
造
さ
れ
就
航
の
予
定
。

三
宅
島
行
が
便
利
と
な
り
、

準
居
住
地
区
を
解
除
し
風
評

被
害
が
な
く
な
れ
ば
、
観
光

業
な
ど
一
段
と
三
宅
島
再

生
・
復
興
は
可
能
で
す
。
良

い
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
！

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
全
島
避
難
指
示
解
除
か
ら
９
年
目
の
年
。

被
災
者
支
援
策
が
来
年
度
打
ち
切
ら
れ
こ
と
が
表
明
さ
れ
る
一
方
、
調
布
飛
行
場
か

ら
の
空
路
が
実
現
し
た
り
、
新
造
船
の
就
航
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
三
宅
島
の
再
生
・
復
興
に
繋
げ
ら
れ
る
１
年
間
に
し
た
い
も
の
で
す
。

帰島から９年目 佐藤会長年頭の挨拶

再生・復興の契機に

ふるさとネット事務局長　加藤　さおり

より強い絆を結べるように
　

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
も
、

様
々
な
方
々

に
助
け
て
い

た
だ
き
な
が

ら
活
動
に
取

り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

12
月
14
日
の
「
三
宅
島
支

援
者
の
集
い
」
で
も
、
長
年

に
渡
り
三
宅
島
の
支
援
や
応

援
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が

参
加
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄

せ
く
だ
さ
り
、
人
と
人
と
の

絆
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
事
務
局

一
同
尽
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク

【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話：03(3963)5678
FAX：03(3963)5697
　　　　　担当：加藤
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「
三
宅
島
支
援
者
の
集
い
」

は
、
昨
年
12
月
14
日
に
、
品

川
区
の
「
ビ
ス
ト
ロ
お
き
み

く
ら
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
集
い
に
は
、
多
く

の
支
援
者
の
ほ
か
民
主
党
都

議
会
議
員
の
斉
藤
あ
つ
し
さ

ん
な
ど
様
々
な
分
野
の
方
々

合
計
24
名
が

参
加
し
た
。

　

会
の
第
１

部
は
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
佐

藤
就
之
会
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て

防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

京
町
（
み
や
こ
）
さ
ん
が
、

「
ふ
る
さ
と
」
を
独
唱
し
た

の
ち
、
三
宅
島
の
支
援
を
始

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
、
95
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
当
時
の
苦
境
を

振
り
返
り
な
が
ら
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
櫻
田
昭
正
三
宅

村
村
長
、
文
化
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
高
橋
民
夫
さ

ん
、
都
議
会
公
明
党
幹
事
長

の
中
嶋
義
雄
さ
ん
か
ら
届
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
向
上
高
校
校

長
の
山
田
貴
久
さ
ん
の
音
頭

で
乾
杯
。
噴
火
前
に
三
宅
島

で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て

い
た
「
お
き
み
く
ら
」
の
ご

主
人
が
新
鮮
な
食
材
で
作
る

魚
料
理
や
オ
ム
レ
ツ
な
ど
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

会
の
第
２
部
で
は
、
危
機

管
理
勉
強
会
の
塾
長
・
齋
藤

實
さ
ん
の
挨
拶
。
齋
藤
さ
ん

の
指
名
で
災
害
復
興
・
ま
ち

づ
く
り
支
援
機
構
の
弁
護

士
・
安
藤
建
治
さ
ん
と
吉
田

雅
一
さ
ん
が
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
代
表

の
山
尾
啓
予
さ
ん
が
、
11
月

16
日
の
社
会
福
祉
学
会
で
、

本
紙
の
編
集
な
ど
が
評
価
さ

れ
て
、
「
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
た
こ
と
の
報
告
を
行
っ

た
。
（
４
面
に
詳
細
記
事
）

さ
ら
に
、
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
自
己
紹
介
と
挨
拶
を
行

う
中
、
到
着
し
た
斉
藤
あ
つ

し
さ
ん
か
ら
も
、
挨
拶
を
頂

い
た
。

　

会
の
終
盤
に
は
、
舞
踊
家

の
鶴
吉
さ
ん
が
妖
艶
な
舞
い

を
披
露
。
こ
の
日
が
忠
臣
蔵

赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
の
日
で

あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
忠

臣
蔵
を
題
材
に
し
た
舞
い
や

「
望
郷
の
詩
」
な
ど
４
曲
を

披
露
し
、
会
場
の
参
加
者
を

を
魅
了
し
た
。

鶴
吉
さ
ん
「
望
郷
の
詩
」
を

三
宅
村
村
長　

櫻
田
昭
正
様

　

「
三
宅
島
支
援
者
の
集
い
」
の
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
火
山

ガ
ス
の
噴
出
量
も
減
っ
て
き
て
お

り
、
高
濃
度
地
区
が
な
く
な
る
な
ど

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
を

喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
息
の
長
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

都
議
会
公
明
党
幹
事
長　

　

中
嶋
義
雄
様

　

伊
豆
大
島
で
も
深
刻
な
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
島
し
ょ
部
の
防
災
対

策
に
さ
ら
に
力
を
注
ぎ
、
農
水
産
業

や
観
光
な
ど
経
済
の
振
興
策
の
強
化

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
三

宅
島
の
さ
ら
な
る
復
興
を
心
か
ら
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

民
主
党
東
京
都
議
会
議
員　

　

斉
藤
あ
つ
し
様

　

同
じ
東
京
の
島
で
あ
る
大
島
が
甚

大
な
被
害
に
会
い
ま
し
た
。
東
京
都

は
三
宅
島
、
大
島
の
こ
れ
ま
で
の
災

害
経
験
を
次
の
「
安
全
」
に
つ
な
げ

て
い
く
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
参

り
ま
す
。
私
共
も
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

（
他
は
「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
で
紹
介
）

「
支
援
者
の
集
い
」
賑
や
か
に
開
催

復
興
・
活
性
化
へ
の
思
い
込
め
て

「三宅

島支援者の集い」が昨年

12 月に開催された。会の中では

全島避難当時から島の支援を続けて

いる防災コーディネータの京町さんが

スピーチを行ったほか、舞踊家の鶴

吉さんも華麗な舞を披露してく

ださり、会は盛況のうちに

終了した。

メッセージ紹介

寄せられた応援の言葉

「
風
化
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
」
と
挨
拶
を
す
る
佐
藤
会
長

鶴吉さんの華麗な舞踊

三宅への思いを語る京町さん



三宅島新報第４９号 (3) ２０１４年１月１日

　

空
海
と
も
に
三
宅
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
る
。

空
路
は
４
月
２
日
か
ら
調
布
飛
行
場
発
に
。
ま
た
、
東
海

汽
船
は
７
月
か
ら
新
造
船
「
橘
丸
」
が
就
航
す
る
。
飛
行

場
が
変
わ
る
こ
と
に
は
不
安
の
声
も
あ
る
た
め
、
新
宿
か

ら
の
経
路
を
確
認
す
る
た
め
実
際
に
足
を
運
ん
で
み
た
。

　

今
年
２
０
１
４
年
は
、
三

宅
島
と
内
地
東
京
間
の
交
通

ア
ク
セ
ス
が
空
・
海
と
も
に

大
幅
に
変
わ
る
。

　

全
日
空
が
３
月
末
で
廃

止
、
４
月
２
日
か
ら
新
中
央

航
空
が
調
布
飛
行
場
～
三
宅

島
間
を
飛
ぶ
。
所
要
時
間
は

50
分
、
日
に
３
往
復
。
定
員

は
、
19
人
。
調
布
発
９
時
15

３
千
７
０
０
円
、
神
津
島
は

１
万
４
千
９
０
０
円
。
11
月

の
住
民
懇
談
会
で
村
は
、
料

金
割
引
を
各
方
面
に
働
き
か

け
よ
と
の
要
望
が
強
く
出
さ

れ
た
。

　

海
路
も
７
月
か
ら
新
造
船

「
橘
丸
」
が
三
宅
～

御
蔵
～
八
丈
間
に
就

航
。
定
員
約
１
千
人
、

全
長
１
１
８
ｍ
、
速

力
約
19
ノ
ッ
ト
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
で
運

航
予
定
。
料
金
、
時

間
未
定
。
戦
前
か
ら

昭
和
48
年
ま
で
「
東

京
湾
の
貴
婦
人
」
と

呼
ば
れ
た
名
船
を
継

承
し
た
。

　

空
・
海
の
玄
関
口

の
改
変
に
応
え
る
観

光
関
係
者
の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
官
・
民
一

体
で
観
光
復
興
の
契
機
と
し

た
い
も
の
だ
。

　

「
料
金
が
高
く
、
年
金
生

活
者
に
は
、
厳
し
い
な
！
」

「
３
便
飛
ん
で
く
れ
れ
ば
、

足
や
身
体
が
少
し
悪
く
て
も

島
の
墓
参
り
、
家
や
畑
も
見

る
こ
と
が
出
来
る
な
」
と
在

京
者
の
声
も
聞
こ
え
る
。

　

そ
こ
で
先
ず
は
、
佐
藤
が

11
月
28
日
、
調
布
へ
！

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
新
宿
駅
で
武

蔵
境
駅
ま
で
料
金
２
９
０

円
。
12
番
線
中
央
特
急
14
時

37
分
発
で
二
つ
駅
目
の
三
鷹

駅
下
車
、
ホ
ー
ム
前
の
各
駅

に
乗
換
。
49
分
発
。
一
つ
目

の
武
蔵
境
駅
（
南
口
）
下
車
、

53
分
着
（
16
分
前
後
で
到
着

だ
）
。

　

15
時
に
タ
ク
シ
ー
。
調
布

飛
行
場
を
告
げ
る
と
一
車
線

道
路
を
走
る
と
ス
バ
ル
工
場

を
右
に
下
り
坂
を
走
り
当

着
。
タ
ク
シ
ー
代
１
７
０
０

円
支
払
。

　

新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ　

中
に
入
る
と
想
像
し
た
よ
り

広
く
き
れ
い
だ
。
二
階
に
は

展
望
台
も
あ
り
机
と
椅
子
が

４
～
５
卓
あ
り
左
に
３
機
、

右
に
運
航
予
定
の
ド
イ
ツ
製

ド
ル
ニ
エ
Ｄ
ｏ
２
２
８
型
機

が
い
る
。
少
し
ぶ
ら
ぶ
ら
し

て
い
た
ら
16
時
45
分
の
神
津

島
最
終
便
が
当
着
10
人
位
が

降
り
て
き
て
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
に
向
か
っ
た
。

　

帰
り
は
、
京
王
線
調
布
駅

に
タ
ク
シ
ー
へ
、
代
金
は
、

１
３
４
０
円
と
安
い
。
４
，

５
台
来
て
い
る
。
乗
客
に
つ

い
て
運
転
手
に
聞
く
と
時
に

は
、
一
人
二
人
の
時
も
あ
る

の
で
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

と
語
っ
て
い
た
。

　

調
布
駅
は
、
入
口
は
地
味

で
地
下
２
階
に
下
り
特
急
に

乗
車
。
調
布
～
明
大
前
～
新

宿
駅
き
で
２
３
０
円
。
通
常

16
分
位
で
新
宿
に
つ
く
。
や

は
り
階
段
を
上
が
る
の
で
荷

物
を
も
つ
と
少
し
大
変
だ
と

思
っ
た
。

　

空
港
の
バ
ス
の
時
間
は
、

６
時
に
三
鷹
駅
行
き
12
分
、

41
分
、
58
分
（
土
日
は
12
分
、

41
分
）
次
い
で
12
時
19
分
（
土

日
は
16
分
）
15
時
は
３
分
。

（
土
日
10
分
）
の
み
。

　

調
布
駅
行
き
は
、
８
時
５

分
（
土
日
も
同
じ
）
17
時
50

分
だ
け
。
小
田
急
バ
ス
が
運

行
し
て
い
る
。
バ
ス
の
運
行

は
、
容
易
で
な
い
と
思
っ
た
。

　住民懇談会が 11 月 11 日より

3日間、坪田、三宅（神着・伊豆・

伊ヶ谷）、阿古地区で開かれた。

　村の報告は、空路、人口透析、

坪田・多目的施設など重要課題

が報告された。

　特に、人口透析については、

患者の受入数は、容態をみて 16

人程を見込んでいる（在京者も

可）。看護師２名を採用しだい

開設できると報告された。参加

者は、村発表で 74 人。

　また、村会議員による議会住

民懇談会も 11 月 28 日神着老人

福祉館で開き 14 人が参加し質

疑討論を行った。

分
、
11
時
10
分
、

14
時

40
分
。
三

宅
発
10
時
30
分
、

12
時

30
分
、

16

時
。
航
空
運
賃
は
、

１
万
７
千
２
０
０

円
（
片
道
）
。
ち

な

み

に
、

大

島

ま
で
の
料
金
は

１
万
１
千
５
０
０

円
、
新
島
は
１
万

島へのアクセスが便利に
飛行機４月２日以降調布から

海
路
は
７
月
に
新
造
船

新
宿
か
ら
調
布
へ

帰
り
は
京
王
線
で

三
宅
地
区
の
懇
談
会
（
11
月
12
日
）

住民懇談会

人工透析の状況等報告

新たに定期便が就航する調布飛行場
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社
会
貢
献
学
会
賞
の
表
彰

式
は
、
11
月
16
日
10
時
か
ら

工
学
院
大
学
新
宿
校
舎
で
行

わ
れ
た
。
こ
の
賞
は
、
「
未

来
に
つ
な
ぐ
社
会
貢
献
ー
小

さ
な
芽
吹
き
を
大
き
な
力

に
」
が
テ
ー
マ
で
、
今
回
は

52
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
最

宅
島
新
報
の

編
集
な
ど
を

評
価
し
て
い

た
だ
き
、
奨

励
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

式
は
午
前

の
部
と
午
後

の
部
に
分
か

民
・
企
業
・
行
政
協
働
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め

ら
れ
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
神
奈
川
県
横
浜
市
の
鈴
木

一
男
さ
ん
が
賞
状
を
受
け

取
っ
た
。

　

全
員
で
の
記
念
撮
影
の

後
、「
災
害
復
興
と
そ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
慶
應

義
塾
大
学
教
授
で
元
島
根
県

知
事
、
元
総
務
大
臣
の
片
山

善
博
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
続
い
て
片
山
氏

と
工
学
院
大
学
教
授
の
久
田

嘉
章
氏
、
そ
し
て
学
会
賞
受

賞
者
の
７
人
が
壇
上
で
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
社
会
貢
献

学
会
総
会
後
、
各
団
体
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
と
市
民
報
告
、

口
頭
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
を
代
表
し
て
出

席
し
て
い
た
会
長
の
山
尾
啓

予
さ
ん
は
、
「
小
さ
く
て
も

継
続
的
な
活
動
が
、
様
々
場

面
で
社
会
貢
献
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
移

り
変
わ
る
環
境
の
中
で
、
何

が
必
要
な
の
か
、
自
分
達
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
捉
え
な
お
し

な
が
ら
、
今
後
の
活
動
に
も

注
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
帰

島
か
ら
９
年
目
、
新
報
は
次

号
で
50
号
を
数
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
長
い
時
間
の
流
れ

を
感
じ
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
は
、
止

ま
っ
た
時
間
と
流
れ
る
時
間

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
辛
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら

も
そ
う
い
っ
た
方
々
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

編
集
後
記

れ
て
行
わ
れ
、
午
前
の
部
で

は
主
催
者
を
代
表
し
て
社
会

貢
献
学
会
会
長
の
渡
辺
信
英

さ
ん
、
工
学
院
大
学
学
長
の

水
野
明
哲
さ
ん
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
の
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
奨
励
賞
の
表
彰
で

は
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
市

優
秀
賞
が

１
名
、
最

優
秀
賞
４

団

体

に
、

奨
励
賞
が

24
団
体
に

贈

ら

れ

た
。
私
た

ち
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
は
、
三

　

現
在
編
集
中
で
、
来
年
１

月
に
は
図
書
館
等
の
施
設
で

閲
覧
開
始
予
定
で
す
。

　

三
宅
島
に
は
資
産
価
値
の

高
い
神
社
が
沢
山
眠
っ
て
い

る
、
こ
の
神
社
を
知
っ
て
い

る
方
が
居
な
く
な
る
前
に
調

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
古
老

の
方
の
「
島
に
多
数
の
神
社

が
あ
る
の
に
未
だ
未
整
備
な

の
が
情
け
な
い
」
と
い
う
一

言
で
今
ま
で
の
撮
り
た
め
た

写
真
を
整
理
し
、
後
世
に
残

そ
う
と
思
っ
た
。

　

明
治
18
年
神
社
地
図
を
片

手
に
道
な
き
道
を
歩
き
ま

わ
っ
た
こ
の
１
年
、
探
し
求

め
た
小
さ
な
祠
を
見
つ
け
た

時
の
感
動
は
や
っ
た
人
で
な

け
れ
ば
味
わ
え
な
い
。
こ
れ

を
一
人
で
味
わ
っ
て
は
も
っ

た
い
な
い
。

　

今
回
の
編
集
方
針
は
、
三

宅
島
の
神
社
の
背
面
に
と
じ

込
ん
で
あ
る
三
宅
島
明
治
18

年
神
社
地
図
と
三
宅
島
民
族

地
図
を
中
心
に
富
賀
神
社
を

ス
タ
ー
ト
し
て
島
内
一
周
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。
さ
ら

に
三
宅
島
史
・
三
宅
島
史
考

を
参
考
に
、
両
者
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
三
宅
島
神
社
の

地
図
も
納
め
て
、
未
だ
に
多

数
の
発
掘
さ
れ
な
い
祠
等
に

つ
い
て
は
、
今
回
は
省
略
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
今
後
「
三
宅

島
の
よ
も
や
ま
話
」
に
掲
載

し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

【
著
者
略
歴
】

・
昭
和
20
年
10
月
14
日　

北

　

海
道
中
礼
内
村
に
生
る

・
昭
和
39
年
４
月
東
京
都
入
都

・
昭
和
44
年
４
月
、
平
成
10
年

　

４
月
、
平
成
21
年
４
月
に
三

　

宅
支
庁
勤
務

・
平
成
23
年
３
月
東
京
都
退
職

社
会
貢
献
学
会
奨
励
賞
を
受
賞

ＤＴＰＡ

新
報
の
編
集
等
評
価
さ
れ
て

Ｄ Ｔ

ＰＡが、社会貢献学

会賞の奨励賞を受賞した。

これは 2005 年から新報編集し

てきたことなどが評価されたも

ので、佐藤会長はじめネット

のみなさん、読者の皆様に

支えられた結果と考え

ている。

表彰式終了後の記念撮影

吉田信行様　四谷信子
様　広瀬佐智子様　吉
野文雄様　佐藤宗ノ子
様　井上教子様　齋藤
實様
　皆様のご協力に心よ
り感謝申し上げます。
（10月18日～12月14日）

ご寄付者名

図説　『三宅島の神々を訪ねて』

神社めぐりのガイドブックを
三宅村伊豆在住　　島崎　広光


